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はじめに

敬地愛人 ― 地域を敬い、人を愛する

高知大学副学長・国際・地域連携センター長

受田　浩之

　平成 17 年７月１日から、国立大学法人高知大学に新しい組織として国際・地

域連携センターが発足しました。従来の地域共同研究センターに、知的財産本部、

生涯学習教育研究センター、並びに留学生センターの国際交流部門を統合した組

織です。地域の皆様のご要望に機動的に、かつ柔軟に対応するために、新センター

の教職員一丸となって取り組んでおります。

　当センターは生涯学習部門、産学官民連携部門、知的財産部門、及び国際交流

部門から構成されています。分散していたこれまでの地域に対するサービス業務

を学内的に一体化することで、高知大学に対する問い合わせやご要望を、一つ

の窓口でお受けして、最も適した担当者へ速やかにお伝えする仕組み、すなわ

ちOne stop window 機能を強化致しました。また、地域との様々な連携に対する

対応をスムーズにするために、事務職員と教員を同じ場所に配置して、チームと

して職務に当たる体制を整備致しました。これまでに指摘されていた大学の地域

サービス業務に関する問題点をこれらの体制で大幅に改善できるものと考えてお

ります。

　この体制の下で本センターは、高知大学の有する人的資源、知的資産、施設を

活用し、地域社会との緊密な連携を推進することにより、地域社会における人材

の育成、科学の発展、技術開発及び産業の活性化に貢献していきます。また、生

涯学習、地域文化交流、健康福祉の向上及び地域課題の解決支援に貢献すること

を使命と致します。さらに、地域社会との連携で培ったノウハウを、アジア・太

平洋地域を中心とした国々との連携に活用し、国際社会に貢献できるように努力

していきたいと考えております。私たちの住んでいる高知県にしっかりと軸足を

置き、「地域を敬い、人を愛する ― 敬地愛人 ― 」の理念を掲げつつ、「地域の

発展のために」というミッションを実現することで、地方大学から個性豊かな地

域の大学へとその存在意義をアピールしていきたいと考えています。



4

１．敬地愛人 ― 地域を敬い、人を愛する ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３

２．高知大学国際・地域連携センター  Infomation （リーフレットより） ・・・・・・・・・7

　                                                       

３．‖特集‖ 乳酸菌、微細藻類… ミクロの話が宇宙に広がっていったエネルギー源は
　　　　　　 夢、縁、ネットワークの力だった ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10

４．事業報告 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・15

　＜生涯学習部門＞

　（１）平成１７年度活動報告 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・17

　（２）各種事業（TOPICS） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・18

　　① シンポジウム「食の安全と健康」 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・18

　　② サッカープロジェクト ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・19

　　③ シンポジウム「大学と地域が連携したひとづくり・まちづくり」 ・・・・・・・・20

　　④ 土佐学 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・21

　　⑤ 仁淀川情報社会（地域と連携した生涯学習環境の整備） ・・・・・・・・・・・・・22

　（３）公開講座 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・23

　　① 平成１７年度春からの夏の公開講座「自然と文化」 ・・・・・・・・・・・・・・・・23

　　② 秋の公開講座 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・24

　　③ ＲＫＣラジオ公開講座（Ｗｅｂ配信） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・25

　（４）オープン・クラス（授業を一般市民に公開） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・26

　（５）高大連携事業 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・27

　＜産学官民連携部門＞

　（１）平成１７年度活動報告 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・29

　（２）産学官連携件数等 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・30

　（３）各種事業（TOPICS） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・31

　　① 高知大学・四国銀行「連携協定書」締結 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・31

　　② 高知大学・室戸市「連携協定書」締結 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・31

　　③ 高知大学・高知市「連携協定書」締結 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・32

　　④ 高知大学「健康産業産学交流会」 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・33

　　⑤ アグリビジネス創出フェア２００５に「環食同源プロジェクト」出展 ・・・・・34

　　⑥ 第１１回中国・四国産学官連携コーディネーター会議（高知大会） ・・・・・・・35

　（４）研究成果要旨 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・36

　　① テーラーメイド型　食の指導システム構築プロジェクト ・・・・・・・・・・・・・36

　　② グリーンサイエンス特別プロジェクト ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・38

　　③ 地域と連携して微生物を利用する新しい取組み ・・・・・・・・・・・・・・・・・・42

　（５）民間企業等との共同研究一覧・受託研究一覧 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・47

目　次



5

   

　＜知的財産部門＞

　（１）平成１７年度活動報告 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・51

　（２）各種事業（TOPICS） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・52

　　① 知的財産部門の紹介 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・52

　　② 各種セミナー等取組み ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・54

　（３）平成１７年度発明の状況 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・57

　（４）知的財産専門委員会内規 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・59

　＜国際交流部門＞

　（１）平成１７年度活動報告 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・61

　（２）各種事業（TOPICS） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・62

　　① 高知大学・瀋陽薬科大学「大学間交流協定」締結 ・・・・・・・・・・・・・・・・・62

　　② 平成１７年度ＪＩＣＡ集団研修コース閉講式 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・62

　（３）国際交流大学間協定・外国人留学生在籍状況 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・63

　（４）高知大学における国際交流ポリシー ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・65

　（５）高知大学国際交流推進委員会規則 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・66

　（６）高知大学国際交流基金規則・管理委員会規則 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・68

５．資　料 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・73

　（１）高知大学国際・地域連携センター規則・同職員名簿 ・・・・・・・・・・・・・・・75

　（２）高知大学国際・地域連携センター運営戦略室規則・同室名簿 ・・・・・・・・・・81

　（３）高知大学国際・地域連携推進委員会規則・同委員会名簿 ・・・・・・・・・・・・84

　（４）高知大学教育・研究組織図 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・88

　（５）科学・技術相談申込書　

        （講師紹介・委員会や研修会等、各種相談にも対応） ・・・・・・・・・・・・・・・・89

　（６）高知大学国際・地域連携センターアクセス ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・90





7



8



9



10

乳酸菌、微細藻類…
ミクロの話が宇宙に広がっていったエネルギー源は
夢、縁、ネットワークの力だった

受田　浩之　
（高知大学副学長、国際・地域連携センター長）

吉澤文治郎さん　
（ひまわり乳業（株）・代表取締役）

　昨年 10月、“宇宙旅行”した日本酒酵

母とコメの商用目的での再打ち上げに便乗

する形でチャンスを得た乳酸菌と微細藻類

（マイクロアルジェ）が、３月 30日、ソユー

ズロケットで打ち上げられ４月９日無事帰

還した。

　健康や豊かな食生活に欠かせない醸造、

発酵食品。土佐の風土や歴史に育くまれて

きた酵母や藻類が新しい商品として旅立つ

ことはもちろん、宇宙帰りの商品をきっか

けに高知の産業の活性化が期待されている。

特集・対談
Feature
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宇宙に上がった、土佐の乳酸菌、マイクロアルジェ

吉澤■当社の乳酸菌が宇宙へ行けるという話が舞い

込んで、じゃあ汎用性の高いウエットタイプの菌と

ひまわりならではの凍結乾燥タイプの菌という２つ

の候補がすっと決まりました。後者でいうと、ちょ

うど２年前から独自にナラ漬から採取した乳酸菌を

研究していたのですが、免疫バランスを正常化する

効果が高いとして乳業連合からも注目されていたの

で「よし、これを上げよう」ということになったの

です。

受田■高知大学はマイクロアルジェの仲間の、緑藻

2種、ハプト藻、藍藻の４種類の宇宙実験と商業利

用の契約を有人宇宙システムKK（JAMSS）と結ん

だんです。マイクロアルジェは地球で最初に光合成

をし酸素を発生させた、人間から見たら「命の恩人」

で、抗酸化作用、免疫増強作用など医薬品や機能性

食品の素材としてだけでなく、CO2 の吸収や新た

なバイオ資源としても期待されているものです。宇

宙空間でどんな反応をするか、性質が変化して新種

開発につながるか、など期待しました。

吉澤■“インパクトのあるおいしさ”が私たちの

テーマでした。４月に宇宙から乳酸菌が戻ってきて、

約１か月培養をし、試作が始まりました。求める味

がだいたいイメージされていたので、割と早く製品

化にこぎつけることができました。商品名もみんな

でいろいろ出しながら、「宇宙を旅したヨーグルト」

に決めました。宇宙に上がったという話題に乗って、

「おいしいね」「乳酸菌にはこんな働きもあるんだ」

ということを知っていただけることを期待していま

す。

受田■マイクロアルジェに関しては、いま、水溶性

抗酸化物質などの機能性食品としての特許を出願中

です。すぐにそれが商売に結びつくかどうかはわか

りませんが、特許を持つというのは将来にそなえる、

つまり、外部の人たちに対して、自分の権利を主張

するということなんです。

吉澤■今回の商品は、これまでなかった大都市など

広域圏の新しい市場を開拓したいと考えていて、一

つの切り込み隊長の役割を果たしてもらう商品で

す。物流をどうするかなど新しい問題もありますが

「ぜひ、うちにおいてほしい」など今までにない反

応がでてきていて、結果はまだこれからですけどか

なり成功していると思います。今回のように変わっ

た商品を突破口にして、「色々面白いものを作って

いるなぁ、青汁のヨーグルトもあるの？」というふ

うに次に広げていきたいんです。

受田■私たちが一緒にやっているパートナーは岐阜

にある会社なんですけど、今後、サプリメントなど

製品化するということがあるかもしれない。パート

ナーが高知にはないということが少し気になってい

るんですが、うまくつなぐことができて企業進出す

るということになれば、地域外から人やお金、情報

を呼び込んでくるというパワーにもなると思ってい

ます。

吉澤■高知には、ものづくりでいろんな技術を持っ

ているところがあるので、どこが出てくるか、次が

楽しみです。
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「なんだ、その馬鹿げたことは」

とみんな逃げたけど、

「おもしろそうですね」

と食いついてきたのが高知大の先生だった。

受田■ここまでくる道のりですが、４、５年くらい

前、高知県政策総合研究所に立ち上がった高知情報

クラブ ( 異業種の勉強交流会 ) で一度お話させてい

ただいて、そこで初めて吉澤さんと巡り会い、そこ

から交流が始まりました。

吉澤■うちの会社の南国工場が物部にあるんです

が、その時に、お互いに近い場所にいるのに知らな

かったという話になって。それまで農学部さんと何

度か商品を作るのにいろいろ協力していただいたこ

ともあったので、「なんか一緒にできたらいいです

ね」みたいな感じになりました。

受田■実際に一緒にやってることもあるんです。例

えば、健康増進の食品づくりっていうのは、ひまわ

り乳業さんの商品開発の一つのコンセプトになって

いますが、それは食品が持っている健康増進効果を

実際に医科学的に証明し、商品開発に結び付けてい

きたいという我々の研究の方向性でもあるのです。

吉澤■九州のあるフィールドで、米ぬかの飲料です

けど、その商品のアレルギーに対する効果効能みた

いなものを確かめる研究を一緒にやりました。

受田■今、我々が求めているのは、地域の食材の付

加価値を高めていくということなんです。国レベル

でも非常に強く期待されています。そういう時に、

高知の食材を見ると、例えばナスとかピーマン、オ

産・学・官みんなで一緒に目指していく、そのセンターに

クラ、いろいろ魅力的なものがたくさんある。そう

いうものが持っている健康増進効果を、「学」の立

場で解明する、それを「産」の方で新しい加工食品

の開発に結び付けていただけるようなことができれ

ば、理想的だと思います。

吉澤■要は高知の食に携わる産業と高知が持ってる

食材、野菜、一次産品とをくっつけて、例えば「ナ

スはこういうのがいいよ」というのを科学的に証明

しつつ、一緒になって高知の産業を生み出し、売り

出していこうということです。

受田■こういう成功事例を他の地域のいろんな企業

の方々にさらに実感してもらいたい。羨ましいと

思っていただいたら、産・学・官の連携っていうも

のが持っている魔力に染まっていただけるのではな

いか、と思うんです。

　産業界も一つひとつの企業の発想だけでなくて、

そこに学とか官の人たちが周りに集まって、みんな

で一緒に何かを目指していけば、１＋１が３とか４、

ある場合には10にもなるかもしれない。ネットワー

クが広がっていろんな立場の方々が集うと、生み出

される可能性っていうのは爆発的に増えていく。そ

のハブ（中核）にセンターがなればいいなぁと思っ

ています。

吉澤文治郎さん
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確かに、宇宙の話はちょっと酸素が少な

かったのかも。

僕は可燃性のタイプ。

酸素が少なくても火がつきやすいんです。
　　　　　　　　　　　　　　

“夢”が大学と産業界をつなげた

吉澤■宇宙にものを上げるにはものすごくお金がか

かるだろうなーというのがまず頭にあって、とても

じゃないけど、それが現実のものになろうとは最初

は思ってなかった。

受田■大学って夢を語る場だったと思うんです。

夢っていうのは、長期的なスパンでものを見ている、

地面に対して常に平行に近いレベルの視線だと思う

んです。最近は「生き残り」ということで、真下を

見ています。真下をみんなが見始めると、もう誰も

次の角度、中期的な角度に何があるのかっていうの

はイメージできなくなる。以前のように地面に平行

に視線を向けていくということが非常に重要で、そ

のために今何をしなくてはならないかを常に考える

ことを忘れてはいけない、と思うんです。

吉澤■企業もすぐに「結果を…」と、目先のことを

考えてしまう。それは大事なことなのだけど、何の

ためにやっているのかってことですね、実は先の目

標のためにやっているわけなんです。

受田■視線のはるか彼方を見据えるような研究とい

うのは、少なからず将来の高等教育の担い手である

子どもたちに必要です。こうした話は、子どもだけ

じゃなく中高生も、目を光らせて生き生きとして聞

いてくれます。真下を見ている目先の話は、子ども

たちっていうのは興味を示しません。

吉澤■今回も、宇宙を使って高知県のために何かビ

ジネスができないか、ということから始まっている

わけです。これをやりましょう、から始まってない。

受田■地域の課題解決のために何かを企画するの

は、「ニーズ先行プロジェクト」です。一方、大学

は「シーズ先行プロジェクト」になりがちで、ニー

ズを無視して、自分たちの持っているシーズで勝負

しようとするんです。これらの形態とは全く異なり、

今回は「ロマン先行プロジェクト」とでも言うので

しょうか。そのロマンを結集させる場っていうのは、

大学、産業も含めて地域です。いつも顔を合わせて

話ができる場からロマンを膨らませていった。本

来、これが大学の果たすべき役目なのかもしれない

……。

吉澤■センターと企業がどう付き合っていくか、今

回は一つのモデルであると思うんです。目先だけ考

えてやっていかなければいけない部分も少しはあ

る。難しいことばかりやるのではなくて、その間口、

接点が広がるということで言えば非常に大きい役割

があるし、広げていく中で何かが生み出されてくる

のだと思います。

受田■これまで大学は敷居が高かった。来る人を拒

み、自らも出ていかないという閉じた世界だったの

が、今回センターをつくることで、間口を広げ、ス

タッフ一同みんな出て行く。地域の中に接点を求め

て、拡散していく。拡散するスピードや活動の数に

応じて何かが生まれる、生み出していきたい。これ

が、これからのセンターの活動だと考えています。

受田　浩之



14

秘話　あら、ほんとに上がっちゃった

受田■ほんとにヤバイなって思ったことは、「宇宙

酒」の時にありました。ロマンが先行しているから、

現実が直視される状態になると溝があったんです。

吉澤■相手がロシアという国ですから、何が起こる

かわからない。

受田■このピンチがあったあと、日和崎さんに「や

らないか」と言われた瞬間、ビビっときました。こ

れはもう行くしかないと。チャンス到来だったんで

すが、時間がなかったことがほんとに大ピンチ。１

回目の苦労を知ってましたから無理かも、と最初は

思ってました。実際に打ちあがるまで世界最短、2

か月しかなかったですから。

吉澤■書類作りのプロの方が寝ずに作ったとか言っ

てました。でも、僕はそのへん全然知らなくて、「打

ちあがっちゃった」みたいな……。危機と言えば、

家族 4人で打ち上げのバイコヌール基地まで行きた

かったんですけど、下の子が嫌がったのが一番の危

機、家族の危機でした。

受田■宇宙から帰還した時、菌の大半が死んでいた

のはピンチではありましたが、私としては想定内で

した。１個でも残っていたらいい、と。

吉澤■何事も明るく考えていたら苦労はないんで

す。会社でも後ろ指さされながらも、ずっぽりはま

りこんでやってきたことへのご褒美かな、今まで地

道にやってきたという……。

受田■うまくいく時はこんなものなんでしょうね。

夢が実現した後に、また新しい夢がついてくるんで

す。

てんくろうの会（公式名：高知県宇宙利用推進研究会）

　「天を喰うくらいの壮大な夢を語ろう」と名前がついた。２人とも同研究会・幹事。
 “地方から宇宙へ挑戦し、産業振興につなげよう”と、鈴木朝夫先生（高知工科大学元副学長）、日
和崎三郎さん（パンパシフィック総合研究所㈱代表取締役）らのリーダーシップで立ち上げられた。
　2002 年から有人宇宙システムKKの協力を得て、高知県の産業の活性化を目標に、宇宙酒の計画を
はじめ、宇宙飛行士の招聘や子どもたちへの宇宙教育を行ってきた。
　はじめはみな、高知県と宇宙がどう考えたって結びつかない、と思いながら集まっては飲んでいた。
「ずっと飲んでるだけじゃいかんやろー」と言われ、１昨年ぐらいにそろそろ結果出さんといかんろう
と……。
　会長の鈴木先生が「宇宙に何か物を持って行くといって、何も科学的なことじゃなくても、“打ち
下ろし花火”のようなことから考えてみたら楽しいんじゃないの。そこからすべて始まるんだよ」っ
て最初に言ってくれた。「そんな考え方でいいんだ」と、気が楽になった。
　高知大学との接点は、受田先生、ならびに農学部・永田先生がこの会のメンバーだったことからだが、
組織的なつながりはなかった。宇宙の話が具体化したときに、日和崎氏と学長とが面会、これが組織的
な連携のスタートになった。



事 業 報 告

生涯学習部門

産学官連携部門

知的財産部門

国際交流部門





生 涯 学 習 部 門

高知大学オープン・クラス（授業公開）第１学期

大学体験授業（出前授業）スタート

「岡山県立一宮高校」他　　　年度内 多数高の高大連携事業実施

春から夏の公開講座　大野見村（５月25日～６月22日）

春から夏の公開講座　土佐町　（６月16日～７月14日）

スーパー・サイエンス・ハイスクール（ＳＳＨ事業）

高知小津高校（６月16日～）

高知県立美術館ホール活性化計画策定委員会

サイエンス・パートナーシップ・プログラム（ＳＰＰ事業）

高知南高校、高知追手前高校、高知西高校、須崎高校　他

高知大学秋の公開講座（全27講座　８月27日～12月１日）

地域政策研究会

高知大学ラジオ公開講座のＷｅｂ配信　スタート

先進的な携帯音楽プレーヤーの利用サービース　

高知大学オープン・クラス（授業公開）第２学期

全国国立大学生涯学習系センター研究協議会

シンポジウム共催「食の安全と健康」

　講師：烏帽子田　彰、服部　幸應　他

高知大学・サニーマート共催「講演会及び少年・少女サッカー教室」

　講師：井原　正巳（サッカー元日本代表主将）

講演会主催「設計主義と地域情報化」　講師：公文　俊平

ウィンター・サイエンス・キャンプ（日本科学技術振興財団）

　高校生向け体験実習「科学の力で未来を拓く地球資源を学ぼう

４月　　

５月24日

５月25日

６月16日

６月16日

７月

８月

８月27日

10月

10月

10月

11月

11月28日

11月30日

12月３日

12月23日

総務省四国総合通信局・四国情報通信懇談会

情報通信（ＩＣＴ）セミナー「情報化が農山漁村を変える」

高知大学・仁淀川町連携事業「新たな地域教育（ｅラーニング）」

「土佐学」準備会

国立科学博物館：上野の山発　旬の情報発信シリーズ　出展準備会

シンポジウム主催「大学と地域が連携したひとづくり・まちづくり」

　講師：関　満博、大西　隆、砂田　向壱、廣田　泰孝

１月

３月

３月

３月

３月15日

平成17年

Section

平成18年

❶ 活動報告
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産学官民連携部門
�������

❶ 活動報告

高知學長会議（高知城ホール）

第４回産学官連携推進会議参加・出展（京都国際会館）（26日まで）

四国内・大学技術シーズパネル展in徳島（出展）

健康まちづくり・産業活性化ビジョン策定事業

高知予防医学ネットワーク事業

平成17年度中国・四国地区国立大学法人地域共同研究センター等

センター長会議（徳島東急イン）

高知大学・四国銀行の連携協力協定を締結

高知大学・室戸市の連携事業に関する協定を締結

四国地区５大学と独立行政法人産業技術総合研究所との

連携・協力の推進に係る協定を締結

第18回国立大学法人共同研究センター専任教員会議（九州大学）（26日まで）

こうち530クラブ共催（高知会館）

四国内・大学技術シーズパネル展in香川（出展）

BIO　JAPAN2005出展（パシフィコ横浜）（９日まで）

四国経済産業局テクノキャラバン開催（本センター外）（28日・30日）

高知大学「健康産業産学交流会」開催(主催：STEP高松県民ホール)

イノベーションジャパン－大学見本市－出展（東京国際フォーラム）（29日まで）

環食同源プロジェクトシンポジウム（高知会館）

中国・四国地区産学官連携コーディネーター会議開催（高知大学）（５日まで）

アグリビジネス創出フェア（東京国際フォーラム）（７日まで）

第17回国立大学法人共同研究センター長等会議（三重大学）（13日まで）

高知學長会議（高知会館）

四国内・大学技術シーズパネル展in高知（出展）

ライフライン懇談会主催（高知大学メディアホール）

５月27日

６月25日

７月１日

７月

７月

７月８日

７月21日

８月９日

８月10日

８月25日

８月25日

９月２日

９月７日

９月16日

９月21日

９月27日

９月30日

10月４日

10月６日

10月13日

10月31日

11月４日

11月29日

科学・技術（各種）相談制度の推進：市町村及び銀行などの広報誌掲載・推進活動

「水環境保全・創造技術の展望」シンポジウム主催（高知会館）

高知學長会議（高知会館）

四国内・大学技術シーズパネル展in愛媛（出展）

四国健康・環境フェア出展（サンメッセ香川）

高知市と高知大学による産業技術公開会共催（東京グリーンパレス）

ICT分野における産学官連携・ビジネス支援説明会（主催：四国総合通信局

共催：国際・地域連携センター）

国際・地域連携センター客員教授セミナー「歯科用セラミックについて」

講師：山本貴金属地金（株）営業本部部長　岩沢　伸之

動物薬品クラスター事業（大学発ベンチャー）

宇宙新産業事業（ソユーズロケット利用）

シンポジウム主催「大学と地域が連携したひとづくり・まちづくり」

講師：関　満博、大西　修、砂田　向壱、廣田　泰孝

国際・地域連携センター客員教授セミナー開催「産学連携の課題と現状」

講師：四国経済産業局　参事官　林　克寛

経済産業省サービス産業創造フォーラム2006（秋葉原ＵＤＸ）

高知大学・高知市との連携に関する協定を締結

１月

１月５日

１月16日

１月18日

１月20日

１月21日

２月17日

２月28日

３月

３月

３月15日

３月20日

３月23日

３月28日

平成17年

平成18年
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知 的 財 産 部 門

新規採用職員向け職務発明制度説明会

第26回役員会　知的財産ポリシー承認

第17回知的財産本部運営委員会

第18回知的財産本部運営委員会

国際・地域連携センター設置

四国内・大学技術シーズパネル展in徳島

平成17年度第1回弁理士による発明相談会（６件）

四国銀行とシーズ紹介開始

平成17年度第2回弁理士による発明相談会（２件）

第１回知的財産専門委員会（計10回開催）

四国内・大学技術シーズパネル展in香川

バイオジャパン（出展）（９日まで）

四国経済産業局テクノキャラバン（シーズ紹介）

健康産業産学交流会（出展）

イノベーションジャパン（出展）（29日まで）

四国経済産業局テクノキャラバン（シーズ紹介）

四国経済産業局テクノキャラバン（シーズ紹介）

平成17年度第３回弁理士による発明相談会（４件）

第11回中国・四国地区産学官連携コーディネーター会議開催（５日まで）

アグリビジネス創出フェア（出展）（７日まで）

医療分野特許セミナー

平成17年度第４回弁理士による発明相談会（１件）

特許流通フェア（２日まで）

四国内・大学技術シーズパネル展in高知

平成17年度第５回弁理士による発明相談会（５件）

化学分野特許セミナー

『法人化後の共同研究・受託研究・特許権の取り扱いについてQ&A』

17年度版を作成

４月１日

４月18日

４月26日

６月29日

７月１日

７月１日

７月21日

７月21日

８月23日

９月１日

９月２日

９月７日

９月16日

９月21日

９月27日

９月28日

９月30日

10月１日

10月４日

10月６日

10月26日

10月27日

11月１日

11月４日

11月30日

11月30日

12月１日

科学・技術（各種）相談制度の推進：市町村及び銀行などの広報誌掲載・推進活動

水環境保全・創造技術の展望シンポジウム主催

平成17年度第６回弁理士による発明相談会（５件）

平成17年度第７回弁理士による発明相談会（１件）

四国内・大学技術シーズパネル展in愛媛

四国健康環境フェア（出展）

高知市と高知大学による産業技術公開会（共催）（22日まで）

平成17年度第８回弁理士による発明相談会（４件）

１月

１月５日

１月６日

１月10日

１月18日

１月20日

１月21日

３月16日

平成17年

�������

平成18年

❶ 活動報告



52

����������

�� ���

��������������������������������������������

�������������������

��������������������������������������������

���������������������������������������������

������������������������������������������

�

�� ���

�� �������

����������������� �� � � �����������������������

���������������������������������������������

�������������� �� � � ���������������������������

�������������������

�

II. ��������

���������������������������������������������

������������������������������� ��������������

���������������������������������������������

�������������

�

�� ���

���������� �� ��� �� ���� �� ��� �� ������������ �� ��� ��

���� �� ��� �� ��������������

��������������������������������������������

������������������ ��� �������������������������

�����

�

�� �������������

��������������

�������������������

������������������������

������������������������

����������������������������

����������

�������������������

������������

���������������������������������



53

���������������������������������

����������������������������

������������������

����������������������

������������������������

�����������������

�����������

�������������������

��������������

��������������

��������������

��������������������

��������������������

�

�

�

�

�

�

知的財産部門



54

�

�

�

������������
�

�������

����������������������� �

���������������������� �� ������������

���������� �������� ������� ��� ������

���� ��� ��������������������

�������������

����������

�������������

�

����������������������� �

���������������������� �� ������������

���������� �������� ������ ��� �����

���� ��� ������������������

�������������

����������

�������������

�

��������

��� ��� ��������������������������� ��� ��������

����������������������������������������������

�������������������

�

���������������������

��������������� ��� ���

���������������������������

����������� ��������

�����������������

�

�������������������

������������������������������������

�

�

�

�

�

�

�

�

�������������������������������������

�������������������������������������

�������������������������������������

�������������������������������������

���������������������

�������������������������������������

�������������������������������������

����������������������������

��������������������������



55

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

���������

�������������������������������������

��������������������������������������������

���������������������������������������������

���������������������������������������������

���������������������������������������������

�����������

�

�

�

�

�

�

��

�

�� ���

����������������������

�����������������������������������

�� ���

������� �������������� ������������

�� ���

� ��� ������������ ��� ��������

� ��� ������

� ��� ����

�

������������

��������(x2)

166.725.00�� ��

33.35.00�������� ��

200.030.00�� ��

100.0200.01530�� ��

40.080.0612��

100.0200.01530���� ��

40.080.0612��

����������
�
�

80.0

200.0

40.0612��

100.01530�� ��

�
�

��

��������������������������������������

��������������������������������������

��� 17� 11�� ���������������

知的財産部門



56

���������

���������������������������������������������

���������������������������������������������

���������������������������������������������

���������������������������������������������

����������������������������

�

�����������������

���������������������������������������������

���������������������������������������������

���������������������������������������������

���������������������������������������������

���������������������������������������������

����������������



57知的財産部門

�
�

�

�� ����� ���������

��
��



58

�� ��16�� ��17�� ��18�� ��19�� ��20�� ��21��
���� ���� ���� ����
���� ���� ����
���� ���� ����
���� ���� ����
���� ���� ����
���� ��� ����
���� ��� ����
���� ��� ���
���� ���� ����

���� ��� ���

���� ��� ���

���� ��� ���

���� ��� ���

���� ��� ���
���� ��� ���
���� ���� ����
���� ��� ����
���� ���� ����
���� �������
���� ��� ���
���� ���
���� ��� ���
���� ���

�����
����� �������

����

����������

��������

���������
�������
����������

�������
�����

�������
��������

���������
������

����������
���������������

��������

�����������
��������

�����������
�����

���������
����������������

���������
��������



59

�

������������� �����������

���������

������������� ��

����

���� ���������������������������������

�������������������������������������

�������������������������������

����

���� ������������������������

������������������������������

����������

�������������������������

�������������������

�����

���� ������������������������

�� ���������������������

�� �����������������������������������

����

������

���� ���������������������������������

���

(�)� ����������

(�)� ��������������� 16 ���� 73 �������������

���������������������

(�)� �����������������������

����

���� ����������������������

�� �����������������������������������

������

�����������

���� ���������������������������������

����

����

���� ����������������������������������

�������

知的財産部門





国 際 交 流 部 門

高知大学国際交流委員会（計10回開催）

カセサート大学（タイ王国）との大学間交流協定を更新

瀋陽薬科大学（中華人民共和国）との大学間交流協定を締結

陳教授ほか２名が学長表敬訪問

農学部外国人留学生等懇談会（野市町兼山荘）

独立行政法人国際協力機構（ＪＩＣＡ）平成17年度集団研修

「資源培養のための栽培漁業」コース開講式（メディアの森）

フィジー国等７ヶ国の研究者を受け入れ10月28日まで実施

学生ＡＵ化計画（３日まで）

中南林学院大学(中華人民共和国)との部局間(農学部)交流協定を締結

独立行政法人国際協力機構（ＪＩＣＡ）平成17年度集団研修

「資源培養のための栽培漁業」コース閉講式

・レセプション（人文学部棟ほか）

平成17年度外国人留学生実施見学旅行（広島市30日まで）

平成17年度国立大学等国際企画担当部課長等連絡協議会（18日まで）

（国立オリンピック記念青少年総合センター）

フィリピン大学（フィリピン共和国）との大学間交流協定を締結

外国人留学生等交流懇談会（サウスブリーズホテル）

徳成女子大学（大韓民国）大学間交流協定を更新

４月６日

４月27日

５月12日

６月９日

６月13日

７月２日

９月15日

10月28日

10月29日

11月17日

11月24日

12月９日

12月18日

医学部外国人留学生等との懇談会（岡豊キャンパス）

ハノイ教育大学（ベトナム社会主義共和国）との大学間交流協定を締結

ＪＩＣＡ四国支部と四国地区国立大学法人５大学との連携協力の

推進に関する覚書の調印

ビコール大学（フィリピン共和国）との大学間交流協定を締結

１月11日

１月16日

３月16日

３月31日

平成17年

Section

平成18年

❶ 活動報告
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● 交通アクセス

● 高知大学周辺図
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